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要　　　旨

　化学物質過敏症の児童生徒に対する支援の実態を明らかにするため，Ａ県のすべての公立学校に勤務する養護教諭を対
象として，無記名自記式質問紙調査を行い，回答数324部（有効回答率41.5％）を得た。合わせて，児童生徒およびその
保護者の香害に関する認識を明らかにするため，Ａ県Ｂ市の小学５年生と中学２年生およびその保護者を対象として，無
記名自記式質問紙調査を行い，小学５年生・中学２年生の回答数544部（有効回答率53.9％）および保護者の回答数527部
（有効回答率52.2％）を得た。結果，Ａ県において化学物質過敏症（診断あり）の児童生徒は５校で７名在籍しており，
支援の状況として，特別教室の設置や周囲への香料自粛依頼，退避時間・空間の確保，アルコール消毒をしないことへの
配慮などが行われていた。また，香りによる体調不良を感じる小学５年生・中学２年生がそれぞれ9.2％・18.9％おり，
今後も授業参観で保護者に「香水を極力控えて学校に来るように」，給食当番のエプロンに「香料入りの洗剤を使わない
ように」との継続的な呼びかけを続けることの必要性が示唆された。
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１　はじめに

　化学物質に過敏な児童生徒および香料に過敏な児童生徒について，近年少数ではあるが支援事例が報告(1)(2)されて
おり，教育現場における支援が求められている。しかしながら，その支援の実態を数量的に把握した調査は見当たら
ない。なお，化学物質に過敏な児童生徒の実態においてさえ，2005年，2010年，2017年に行われた化学物質過敏症の
兆候を示す児童生徒の実態調査(3)(4)(5)以外見当たらない。以上のことから，化学物質に過敏な児童生徒および香料に
過敏な児童生徒の実態およびその支援の実態を把握する必要がある。
　そこで本研究は，化学物質に過敏な児童生徒に対する支援の実態を明らかにすること，合わせて，児童生徒および
その保護者の香害に関する認識を明らかにすることを目的とした。それにより，化学物質に過敏な児童生徒に対する
健康管理支援の実態が明らかとなり，学校における健康管理支援の充実に向けた示唆が得られる。

２　方法

２．１　調査の目的，対象，時期，方法
　化学物質に過敏な児童生徒に対する支援の実態を明らかにすることを目的として，Ａ県にある全ての公立小学校
445校・中学校222校・高等学校83校・特別支援学校30校，計780校の養護教諭（養護助教諭を含む）を対象とし，
2021年１月から３月にかけて，郵送法による無記名自記式質問紙調査（以下，調査１とする）を実施した。各校の養
護教諭宛てに，研究の趣旨と調査協力依頼を明記した文書，質問紙，返信用封筒を各１部送付した。養護教諭の複数
配置校には１名に回答を依頼した。返信の締切りは同年３月末日とし，回答済み質問紙の返送をもって，協力の同意
が得られたものとみなした。
　児童生徒およびその保護者の香害に関する認識を明らかにすることを目的として，Ａ県Ｂ市にある小中学校の児童
生徒のうち，学校生活に慣れ，比較的安定した時期であると考えられる小学５年生・中学２年生およびその保護者を
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対象として，2021年10月から12月にかけて，無記名自記式質問紙調査（以下，調査２とする）を実施した。なお，必
要サンプルサイズを標本誤差e=0.05・母集団における比率p=0.5として検討したところ小学５年生・中学２年生そ
れぞれ309名・308名となり，そこからＡ県Ｂ市の小中学校を対象とした調査(5)を参考に予測回収率を64.5％と設定し
た上で，学校保健統計調査の健康状態調査の標本抽出方法(6)と同様に，各校の児童生徒数による層化集落抽出法に
よって小学校10校・中学校５校を選定した。そして選定された小中学校のうち，学校長から承諾が得られた学校の児
童生徒1,010名およびその保護者1,010名を対象とした。各校に，研究の趣旨と調査協力依頼を明記した文書，児童生
徒を対象とした質問紙および保護者を対象とした質問紙，児童生徒用および保護者用の返信用封筒を在籍する児童生
徒数分を著者らが持参し，学級担任より児童生徒を介して保護者に質問紙一式の配布を行い，児童生徒には保護者の
承諾の上で保護者から渡してもらった。回答済み質問紙は学校に設置した回収箱に児童生徒から投函してもらった。
回収箱は筆者らが回収した。児童生徒および保護者共に，質問紙において協力の同意を尋ね，同意欄にチェックのあ
るものを協力の同意が得られたものとみなした。

２．２　無記名自記式質問紙の構成
　本稿に示す項目は，以下のとおりである。
　調査１では，１．現任校の校種，２．化学物質過敏症と診断を受けている児童生徒（以下，化学物質過敏症（診断
あり）の児童生徒）数，３．化学物質過敏症との診断を受けていないけれども，香料などの化学物質に過敏な児童生
徒（以下，化学物質過敏症（疑い）の児童生徒）数，４．化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒の特徴，
５．支援の状況，６．化学物質に過敏な児童生徒への支援について具体的に求められたこと（自由記述）を尋ねた。
　調査２の児童生徒に対しては，学校生活での「香料などの香り」について，１．「香料などの香り」によって，体
調不良を感じたことがあるかを，いつもある・ときどきある・あまりない・まったくないの４件法で尋ね，いつもあ
る・ときどきあると答えた場合には，どのような場面だったかを「授業中」「給食当番のエプロンをつけるとき」「入
学式や授業参観などの保護者の香水」（複数回答）の中から尋ねた。次に，２．入学式や授業参観などでは，保護者
には香水をつけてほしくないかどうか，３．給食当番のエプロンの洗濯には，香りつきの洗剤を使わないでほしいか
どうかを，とてもそう思う・そう思う・どちらでもない・あまりそう思わない・全くそう思わないの５件法で尋ね
た。  
　調査２の保護者に対しては，１．授業参観で，保護者に「香水を極力控えて学校に来るように」との説明がされて
いるか，２．給食当番のエプロンに「香料入りの洗剤を使わないように」との説明がされているかを尋ねた。

２．３　分析方法
　Microsoft Excel 2019を用いて単純集計を行った。IBM SPSS Statistics 23を用いて学年と「香料などの香り」に
よって体調不良を感じたことがあるかについて，Mann-WhitneyのＵ検定を行った。有意水準は５％とした。

２．４　倫理的配慮
　調査１について，2020年11月27日付けで上越教育大学研究倫理審査委員会の承認（No.2020－64）を得た。調査２
について，2021年10月４日付けで新潟県立看護大学倫理審査委員会の承認（m021-1）を得た。それぞれ調査協力に
おける自由意思の保障，学校・個人名が特定されない配慮，データ管理の厳重性等に十分に留意した。

３　結果

３．１　回収数（有効回答率）
　調査１では回答数324部（有効回答率41.5％）であった。調査２では児童生徒の回答数544部（有効回答率53.9％）
および保護者の回答数527部（有効回答率52.2％）であった。

３．２　化学物質過敏症の児童生徒に対する支援の実態
３．２．１　現任校の校種　
　現任校の校種は，小学校が165名（50.9％），中学校が102名（31.5％），高等学校が46名（14.2％），特別支援学校
が８名（2.5％），小学校と中学校の両方（以下，小中併設校）が２名(0.6％)，無回答が１名（0.3％）であった。
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３．２．２　化学物質過敏症（診断あり）の児童生徒数
　化学物質過敏症（診断あり）の児童生徒は，表１のとおり，小学校１名・中学校２名・高等学校４名となり５校で
７名であった。
３．２．３　化学物質過敏症（疑い）の児童生徒数
　化学物質過敏症（疑い）の児童生徒は，表２のとおり，小学校５名・中学校９名・高等学校７名・小中併設校１名
となり19校で22名であった。
３．２．４　化学物質に過敏な児童生徒の特徴
　化学物質過敏症（診断あり）および化学物質過敏症（疑い）の児童生徒の特徴で回答のあった学校数は，表３のと
おり，学校生活への不適応12校，不安・抑うつ傾向11校であった。その他にPTSD（心的外傷後ストレス障害），
HSC（Highly Sensitive Child，非常に敏感な子）の記載があった。なお，化学物質過敏症（診断あり）の児童生徒に
限ると，高等学校において，学校生活への不適応２校，不安・抑うつ傾向２校，発達障害１校，自傷１校であり，小
中学校においての特徴の回答は見られなかった。

３．２．５　支援の状況
　表４のとおり，支援の状況については，特別教室の設置が中学校２校と高等学校１校，周囲への香料自粛依頼が中
学校２校，影響の少ない教科書配布が小学校１校，退避時間・空間の確保が小学校１校と中学校１校，アルコール消
毒への配慮が小学校１校と高等学校１校であった。その他では，マスク着用や手洗い石鹸への配慮がみられた。
３．２．６　化学物質に過敏な児童生徒への支援について具体的に求められたこと
　表５のとおり，化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒ありの学校において９件，合わせて，表６のとお
り，化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒なしの学校において21件の具体的に求められた支援についての記
載があった。特に，化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒なしの学校においての記載では，児童生徒ではな
いけれども，保護者や職員，回答者本人が化学物質過敏症に該当しており，その際の求められた具体的な支援が記載
されていた。合わせて，現任校ではないけれども，以前の勤務校において求められた支援内容についての記載が６件

表１　化学物質過敏症（診断あり）の児童生徒が在籍する学校数（校種別）
＼該当人数 １人 ２人 ３人

小学校 1
中学校 2

高等学校 1 1
計 4 0 1

表２　化学物資過敏症（疑い）の児童生徒が在籍する学校数（校種別）
＼該当人数 １人 ２人 ３人

小学校 5
中学校 7 1

高等学校 4 1
小中併設校 1

計 17 1 1

表３　化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒の特徴に回答のあった学校数（校種別）

＼特徴 学校生活へ
の不適応

不安・抑
うつ傾向 発達障害 自傷 保健室登校 いじめ 摂食障害 睡眠障害 その他

小学校 2 2 3 1 1 2 1 1
中学校 6 3 2 1

高等学校 3 5 1 2 1 2（PTSD，手荒れ）
小中併設校 1 1 1（HSC）

計 12 11 6 3 3 2 1 1 3
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みられた。また，求められた支援ではないけれども，「認識していなければ診断されない」や「気づいていないだけ
かもしれない」との記載があった。

３．３　香害についての児童生徒の認識
３．３．１　「香料などの香り」によって，体調不良を感じたことがあるかと体調不良を感じた場面
　表７のとおり，「香料などの香り」によって，体調不良を感じたことがいつもある・ときどきあると回答したのは
小学５年生20名（9.2％）・中学２年生61名（18.9％）であった。体調不良を感じた時として，授業中が小学５年生０
名・中学２年生12名（3.7％），給食当番のエプロン装着時が小学生７名（3.2％）・中学生21名（6.5％），入学式や授
業参観などの保護者の香水が小学５年生９名（4.1％）・中学２年生19名（5.9％）であった。
　 「香料などの香り」によって体調不良を感じたことがあるかについて，小学５年生と中学２年生の差を検証したと
ころ，表７のとおり有意な差（U=29,118, p<0.001）が認められ，中学２年生のほうが体調不良を感じていた。
３．３．２　入学式や授業参観などでは，保護者には香水をつけてほしくないか
　入学式や授業参観などでは，保護者には香水をつけてほしくないかどうかで，非常にそう思う・そう思うと回答し
たのは小学５年生57名（26.0％）・中学２年生107名（32.9％）であった。
３．３．３　給食当番のエプロンの洗濯には，香りつきの洗剤を使わないでほしいか
　給食当番のエプロンの洗濯には，香りつきの洗剤を使わないでほしいかどうかで，非常にそう思う・そう思うと回
答したのは小学５年生37名（16.9％）・中学２年生39名（12.0％）であった。

表４　支援の状況に回答のあった学校数（校種別）

＼支援の状況 特別教室
の設置

周囲への香
料自粛依頼

影響の少ない
教科書配布

退避時間・
空間の確保

アルコール消
毒への配慮 その他

小学校 1 1 1 1（刺激のない衣服の着用許可）

中学校 2 2 1 2（無香料石鹸を使用，雑巾が使用不可（ゴム手袋
をしても荒れる））

高等学校 1 1 2（マスク・消毒時の配慮，石鹸での手洗いを避け
流水で対応）

小中併設校 1（予想される刺激を事前に除去・知らせ耳栓対応)

計 3 2 1 2 2 6

表５　化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒ありの学校において具体的に求められた支援
化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒ありの学校：９件

（以前の勤務校）給食が食べられなかったため弁当持参，プール授業での配慮，影響の少ない教科書の使用
コロナ禍での調理実習にて，手袋を使用して行ったため，本人・保護者に対応
校内の物品の消毒清掃にはアルコール以外に変更。初期には洗剤にも反応し，本人が気を付けた。
制汗剤の使用場所を決めた。教室では使わない。
HSCのためどんな子でも学ぶことのできる環境整備（テストの分割，当番の仕方，避難訓練，アルミ除去，下着をつけられ
ないため着替え場の用意）
清掃はほうきやモップのみで対応
半袖体操着の着用が難しく，本人の着用可能な服装（Ｔシャツ等）の許可
頭痛や体調不良時に使用するアロマオイルを持参しており，それを嗅ぐスペースの提供
（化学物質過敏症（診断あり・疑い）の生徒ではないが）音に敏感な生徒２名にデジタル耳栓を勧めた。集団での空間など
落ち着く場所にて対応
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３．４　香害についての児童生徒の保護者の認識
３．４．１　授業参観で，保護者に「香水を極力控えて学校に来るように」との説明がされているか
　授業参観で，保護者に「香水を極力控えて学校に来るように」と説明がされていると回答したのは小学校保護者２
名（0.9％）・中学校保護者４名（1.3％）であった。
３．４．２　給食当番のエプロンに「香料入りの洗剤を使わないように」との説明がされているか
　給食当番のエプロンに「香料入りの洗剤を使わないように」と説明がされていると回答したのは小学校保護者３名
（1.4％）・中学校保護者６名（1.9％）であった。

４　考察

４．１　化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒
４．１．１　化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒数
　Ａ県において化学物質過敏症（診断あり）の児童生徒が在籍している割合は小学校0.6％，中学校2.0％，高等学校
4.3％であった。Ａ県以外でも割合の大小はあるにしてもいずれの都道府県においても化学物質過敏症（診断あり）
の児童生徒がいないとは考えにくい。現在，成人を対象とした全国規模の調査として2012年に7.5％が該当するとい
う報告(7)はあるものの，小中学生を含めた未成年に対する全国規模の実態報告は見当たらず，今後学校における健康
管理支援の充実のためにも，全国規模の実態調査が望まれる。

表６　化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒なしの学校において具体的に求められた支援
化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒なしの学校：21件

保護者が該当。学校エプロンを紹介し，保護者負担で購入
職員におり，ワックスがけ等の事前告知・職員への協力を依頼，石鹸の変更等実施
本人が該当。以前の勤務校では理解が得られず嫌がらせ等のため困った。
（以前の勤務校）給食エプロン等，芳香剤入りのものを使用しないでという依頼をした経験あり
（以前の勤務校）床のワックス塗布禁止（生徒在学期間中）。手洗石鹸を無添加に変更，保健室で使用する洗濯洗剤の変更など
（以前の勤務校）全職員の理解と，別室での学修体制，換気扇の設置要望あり
（以前の勤務校）使用する石鹸や洗剤類の変更，換気の徹底，修学旅行時の別室対応
（以前の勤務校）柔軟剤のにおいについて文書依頼あり
（以前の勤務校）理科の実験で不調，長時間休養した児童がいた
過敏症でない児童も香りで反応することがあり，学校で洗濯しなおすなど，配慮している。
新年度，教科書を配布したときの印刷のにおいが強く，頭痛を訴えた児童がいた。別室で様子をみた。
常時換気
世話をしているモルモットに近づかないよう配慮要請あり（犬の毛で目がかゆくなったので）
該当児童はいないが，理科の実験でにおいに過剰に反応する児童がいる。
以前，香りに敏感で，化粧をした先生の前だと態度が変わる児童のことを聞いたことがある
様々な問題が背景にあるのではと思っている。
現状がわからない。本人・保護者も認識していなければ診断されない
いないが，あやしい人がいる。もっと情報発信と認識を広めることが必要。
まだまだ理解が不足しており，気づいていないだけかもしれないと心配している。
もしいたら，周囲への香料自粛依頼を促したい
いないので，知りたい

表７　「香料などの香り」によって，体調不良を感じたことがあるか
小学５年生（n＝217） 中学２年生（n＝322）

U p
体調不良 人数 割合（％） 平均順位 人数 割合（％） 平均順位

いつもある 2 0.9

296.82

9 2.8

251.93 29,118 ＜0.001*
ときどきある 18 8.3 52 16.1
あまりない 33 15.2 68 21.1

まったくない 164 75.6 193 59.9
Mann-WhitneyのＵ検定，*p＜0.05
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　Ａ県において化学物質過敏症（疑い）の児童生徒が在籍している割合は小学校3.0％，中学校7.8％，高等学校
8.7％であった。現在Ａ県において，化学物質過敏症の検査が可能な病院は見当たらないことを考慮すると，実際に
は診断を受けていないだけで化学物質過敏症（診断あり）の児童生徒と同様の支援が必要である可能性がある。
４．１．２　化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒の特徴
　化学物質過敏症患者は自律神経系を含む中枢神経の機能異常と関連して多彩な自覚症状を示すことが示唆されてい
る(8)。そのため，化学物質過敏症（診断あり・疑い）の児童生徒は，化学物質に過敏なために通常の学校生活を送る
ことが困難となり，「学校生活への不適応」や「不安・抑うつ傾向」などの特徴が表れていると考えられる。しかし
ながら養護教諭としては，化学物質に過敏であるということよりも先に，例えば「学校生活への不適応」として認識
してしまうため，早期において適切な健康管理支援を行うことは極めて難しいと考えられる。したがって，表６の記
載にあるとおり化学物質過敏症について「もっと認識を広めることが必要」であると考えられ，認定ＮＰＯ法人化学
物質過敏症支援センター（CS支援センター）(9)やカナリア・ネットワーク全国(10)などの情報提供先の周知が必要であ
ることが示唆された。

４．２　化学物質に過敏な児童生徒への支援
　支援の状況として，特別教室の設置や周囲への香料自粛依頼，影響の少ない教科書配布，退避時間・空間の確保な
どが行われていた。またウィズコロナ時代にあって，アルコール消毒をしないことへの配慮がなされていることが明
らかとなった。今後もウィズコロナ時代・ポストコロナ時代における「新たな日常」で，学校現場において従来実施
されてきた支援とともに，新たに生じてくる個々人に応じた支援方法を検討していく必要がある。そのためにも，こ
れらの支援方法や求められた支援について共有していくことが期待される。

４．３　香害についての児童生徒の認識
４．３．１　「香料などの香り」による体調不良
　まず「香料などの香り」による体調不良をいつも・ときどき感じる小学５年生・中学２年生がそれぞれ9.2％・
18.9％いることが明らかとなった。合わせて，香りによる体調不良について学年による有意差が認められた。これ
は，香りに限定してはいるものの，化学物質過敏症の兆候が見られる児童生徒について，年齢とともに増加傾向であ
る(4)(5)のと同様の結果となった。以上より，小学生よりも中学生のほうが香りによる体調不良についてより配慮を必
要としており，中学校や高等学校では表５にあるような，制汗剤について使用場所の制限や教室では使わないなどの
使用する際のルール作りが必要であると考えられる。
４．３．２　入学式や授業参観などの保護者の香水
　入学式や授業参観などの保護者の香水によって体調不良を感じると回答したのは小学５年生９名・中学２年生19名
であった。一方，入学式や授業参観などでは，保護者には香水をつけてほしくないと回答したのは小学５年生57名・
中学２年生107名であった。体調不良を感じたことがある児童生徒に比べて，入学式や授業参観などで保護者に香水
をつけてほしくない児童生徒は約６倍多かった。これは体調不良を感じる友達や周囲の様子から，自身の保護者に対
しても入学式や授業参観などでは香水をつけてほしくないと感じたと考えられる。
４．３．３　給食当番のエプロン洗濯における香りつき洗剤
　給食当番のエプロン装着時において体調不良を感じると回答したのは小学５年生７名・中学２年生21名であった。
一方，給食当番のエプロンの洗濯には，香りつきの洗剤を使わないでほしいと回答したのは小学５年生37名・中学２
年生39名であった。給食当番のエプロン装着時において体調不良を感じたことがある児童生徒に比べて，給食当番の
エプロンの洗濯には香りつきの洗剤を使わないでほしい児童生徒は約３倍多かった。これは入学式や授業参観などの
保護者の香水と同様に，体調不良を感じる友達や周囲の様子から，給食当番のエプロンの洗濯には香りつきの洗剤を
使わないでほしいと感じたと考えられる。

４．４　香害についての児童生徒の保護者の認識
４．４．１　授業参観における香料自粛の呼びかけ
　入学式や授業参観などの保護者の香水で体調不良を感じると回答したのは小学５年生９名（4.1％）・中学２年生19
名（5.9％）であったことから，授業参観における香料自粛の呼びかけは必要であると考えられる。また，表４のと
おり周囲への香料自粛依頼が２校では行われていること，合わせて少ないながらも，授業参観で保護者に「香水を極
力控えて学校に来るように」と説明がされていると回答したのは小学校保護者２名（0.9％）・中学校保護者４名
（1.3％）であったことを考慮すると，１度もしくは数回呼びかけがあったものの，自身が体調不良を感じないため
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に呼びかけを認識していない，もしくは忘れているものと考えられる。入学式や授業参観などの保護者の香水で体調
不良を感じると回答した児童生徒の状況を鑑みても，今後も継続的な呼びかけを続けることの必要性が示唆された。
４．４．２　給食当番のエプロン洗濯における香りつき洗剤自粛の呼びかけ
　給食当番のエプロン装着時において体調不良を感じると回答したのは小学生７名（3.2％）・中学生21名（6.5％）
であったことから，給食当番のエプロン洗濯における香りつき洗剤自粛の呼びかけは必要であると考えられる。ま
た，合わせて少ないながらも，給食当番のエプロンに「香料入りの洗剤を使わないように」と説明がされていると回
答したのは小学校保護者３名（1.4％）・中学校保護者６名（1.9％）であったことを考慮すると，授業参観における
香料自粛の呼びかけと同様に，１度もしくは数回呼びかけがあったものの，自身が体調不良を感じないために呼びか
けを認識していない，もしくは忘れているものと考えられる。給食当番のエプロン装着時において体調不良を感じる
と回答した児童生徒の状況を鑑みても，今後も継続的な呼びかけを続けることの必要性が示唆された。
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ABSTRACT

To clarify the support for students with chemical sensitivities, an anonymous self-administered questionnaire was 
conducted on all public school nurses in Prefecture A (valid response rate: 41.5%).  To also clarify the student and parent 
recognition of aroma-related harm, an anonymous self-administered questionnaire was conducted on elementary school 
fifth-graders, junior high school second-graders, and their parents in B City, A Prefecture (valid response rate: 53.9% for 
students, 52.2% for their parents).  Seven students with diagnosed chemical sensitivities were enrolled in five schools in 
Prefecture A, for which special classrooms had been set up, requests made not to use perfume, evacuation times and space 
secured, and instructions given not to use alcohol-based disinfectant. Respectively, 9.2% and 18.9% of the fifth-graders and 
junior high school second-graders admitted feeling physically ill from certain aromas, which indicated that it was necessary 
to continue to encourage parents to avoid using perfumes as much as possible when coming to school during class visits and 
to avoid using perfumed detergents on lunchroom aprons.
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